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山村と平坦部農村の住民についてC・M・Ⅰ
による調査結果の此戟
（昭和39年10月20日受理）
降　旗　義　而＊
横　内　　貞＊
は　じ　め　に
環境が健康に与える影響は大きい。たとえば都道府県別にみた死亡率にしても，また死因別死亡率の
第一位を占める脳の血管損傷によるものにしても県別にかなり大きな開きがみられる。したがって自然
環境の影響のきびしい山村の住民の健康と，その影静が山村に比べてやや少ないであろうと考えられる
平坦都濃村の人々とでは健康度において遣いがありはしないか，また違いがあるとすればどのような点
であろうかと考えて，信頼度の高いといわれている自己診断による健康調査であるCornellMedまcal
Index（以下C・M・Ⅰと略す）調査用紙を用いて山村と平坦部鹿村の人々の調査を実施し比較検討を
行ってみた。
C・M・Ⅰについて
C・M・Ⅰはコーネル大学医学部で考案された備廉調査質問用紙で，この調査紙は希官系統的にAか
らRに至る18分類，195の質問から成っている。被検者はこの質問に対して“はい”または“いゝえ”の
答えをすれば，その肯定した数（以下得点数という），すなわち異常の訴え数の多いほど，現在の健康
状態に問題があると判断される。またこの調査は特に精神面の把握に役立つといわれ，M－R分叛はこ
の方面の調査質問に当てられている。コーネル大学では医師・イソターソ・医療技術者・看護婦に外来
患者の記入したC・M・Ⅰ紙191枚を無作為抽出して診断を推定させたところ，実際に行われた医学的
検査から発見された患者の94％を医師は識別できたといわれ，イソターソ以下の人々もそれに近い借で
あったといわれている。また千某氏の報告によると清神疾患の情緒的変化から得られた評価と患者の訴
え数との間には有意の相関があったといっている。このような結果からこの調査紙を十分信叛できるも
のとして使用した。ただしこの調査紙は成人向きにつくられているので中学生を対象に行った際には，
質問項目の中で中学生むきでないものは省略し，ことばのむずかしいものについては平易なものにし結
局176間の質問にして調査を実施した。
調　査　対　象
被検者は長野市周辺部の山村である上水内郡鬼無里村と比較的平坦で耕地両横の比率の高い鼻村であ
－54－
＊　保健体育担当
る同郡三水村の人々を選び，前者には昭和37年8月下旬，後者には38年8月下旬に調査を実施した。両
村とも成人は20・30・40・50（それ以上も含む）代の年令層から，またできる限り部落別に男女それぞ
れ20名くらいを抽出し，中学生は1－3年生に対し2クラスを抽出その半数の生徒に行った。成人は農
業従事者を主体としたが，20代では村屠往者が少ない上に勤務者が多いので目標の人数を被験者に選ぶ
ことができなかった。
両村の概況
（1）土地　鬼無里村は標高1000m以上の山々に囲まれ，村中央には1560mの山がある比較的閉鎖的と
考えられる村であったが，現在は長野市と結ぶバスが1時間おきくらいに運行され外部との交流も盛ん
になっている。≡水村は信越線が通り，パス路線も発達し高校もある比故的文化的と考えられる農村で
ある。鬼無里村の総両横は，13，564ha三水村は3，508haで，住民はそれぞれ5，300名・7，000名（35年現
在）ほどである。総両横に対する耕地両横比は鬼無里村6．3％，≡水村38．1％で鬼無里村がいかに山村
であるかがわかる。鬼無里村の耕地両横は≡水村の63．5％にあたり，農業人口は≡水村に対し73．5％で，
したがって鬼無里村鹿民1人あたりの耕地両横は三水村より少ない。
担）就業人口　昭和35年国勢調査における両村の産業別就業人口（満15才以上）の総数は，鬼無里村
3，174名，≡水村3，762名でそのうち農業従事者（兼業を含む）は前著が2，121名，後者は2，887名で，農
業人口は総人口に対しそれぞれ約67％・77％となっている。
（3）衛生状況
イ　疾病状況　両村の国民健康保険の利用状況を昭和36年度についてみると，月別件数は鬼触村
800件くらい，三水村1，150件ほどで，1人あたり月別件数はそれぞれ0．16件・0．17件でほゞ同程度であ
る。
ロ　中学生の体位　両村の中学生の形態発育状況と長野県の中学生の発育状況をみたものが表1であ
（表1）中学生の体位
－　55－
調　査　人　数
るが，この表は両村の平均値に95％の倍額区間を付して県平均がその中に含まれるかどうかによって発
育に差があるかないかを検討したものである。限界内に県平均が含まれない場合は一応差が存在するで
あろうとみて，これらには○即を付して示した。蓑によると鬼無里村の中学生は女子の身長と体重・座
高の1部を除き県平均より劣っていると考えられる。．それに対して三水村の中学生の方は⑳印のあるも
のほほんのわずかであってほぼ県平均に近い発育状態にあるということができる。身体の充実度（密度）
をあらわすローレル楷数（W／L3×105・Lは身長・Wは体重）についてみると，表2の如くであるが，鬼
帝里村の中学生のロ→－レル指数は県に比較し劣り，三水村は幾分優っている。従来鹿山村の子供の形態
はずんぐり型といわれているが，鬼無里村の場合はこの傾向はあまりみられない。やや小柄の体型とい
（表2）ローレル指数（中学生）
うことができる。鬼無里村の子供の発育がやや劣っているということは，かつて閉鎖的環境であったが
ために比較的婚姻が近隣と行われたというようなことのために遺伝的要田に左右されている面もあると
思うが，鬼無里村の衛生状態特に食物の関係が他より劣っているようなことがあるのではないかと考え
られる。
ハ　医凍従事者　鬼無里村は診療所1，医院1，≡水村は病院1で，医療従事者は蓑3の通りである。
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（表　3）　　l　医　師　歯科医　看護婦　保健婦　助産婦
鬼　無　里　村
≡　　水　　村
2　　　　　1　　　　　2　　　　　0　　　　　1
4　　　　　1　　　　　6　　　　　2　　　　　3
以上両村の概況を今回の調査についての参考資料として必要と思われる点について述べた。
調査結果とその考察
（1）得点の分布　表4はC・M・Ⅰの成人年代別得点分布表であり，表5は中学生学年別得点分布表
である。年代別は例数が少ないので今回は換討を省略し年代をはずした村別性別で考察を加えてみるこ
とにした。図1および図2は表4・5をそれぞれ図示したものである。図によると成人は一般に0′～10
の得点が多くJ字塾分布を示し，中学生は10－20・20～30の得点に頻度が高く非対称塾分布を示した。
鬼無里村の成人女子は中学生の分布に相以した得点分布を示し，分布の塾の上からは鬼里無村の成人女
子に，他に比べかなりの相違点がみられた。
（表4）成人得点分布表（年代別）
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（表5）中学生得点分布表（学年別）
雫≡ここ．性 ?ｨ??????????
村 亰9k8ﾖ9??O　水 
階　級　学　年 ?(?8ﾇh???2　3計 
0　′・一　10 ??X?C???コ?　3　1　7 
10　′・・－　20 塗?h?3?#h???　2　917 
20　′一一　30 ??X??S#h???　2　410 
30　′・・・一　40 ??8?(??H?3?2　6　210 
40　T　50 ??(?(?X??C??　1　3 
50　（′　60 ?????8?Sr?　　　4 
60　′・一　70 ???s??#3?Sb?1 
70′・・一80 80′・一一90 90・■・－100 100′一一110 110′一一ノ120 N ?23 11 16221856 
女　　　　　　　　子
鬼無里村
12　3計　％12　3　計　％
1　　11．59
3　3　6　9．53
4　9　72031．75
5　4　51422．20
6　3　21117．45
1　2　3　6　9．53
1　　11．59
1　　　　11．59
111．59
1　　　　11．59
1　　　　11．59
19232163
4　3　　　710．70
4　3　41116．90
6　 　61726．20
4　3　71421．50
5　4　41320．10
111　3　4．60
24192265
〔図1〕成人C・M・Ⅰ得点分布（％）　　　〔図2〕中学生C・4・Ⅰ得点分布（％）
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1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　1
10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90
担）得点の平均値
表6に平均値を示し，平均値に95％の信顔贋界を付して図示したものが図3である。国によると鬼無
里村の女子のみが成人・中学生とも得点平均が高く，他の平均値との間に統計的有意差が認められた。
成人の平瀬値と中学生のものとでは中学生がかなり高い値を示しているが，これはC・M・Ⅰが精神面を
評価するための質問が多いた軌情緒的に安定していない時期であるし，また一面自己診断に対する判
断も正確にはできない点も考慮すると当然高い得点を示すことが予想される。昭和36年に高校生を対象
－58－
（表6）C・M・Ⅰ得点平均値
成　　　　　　　　人 
N　　　　x　　　　S．：D 
再無水呈冨 都?h???????X????途?
律無水豊富 塔??8?3?h????h????3?
に行ったC・M・Ⅰによる調査（東海学校保健学会誌一37　〔図3〕C・M・Ⅰ得点平均の比較
年7月）では中学生より，さらに高い平均値を示していた　　　　（95％の信頼区間を付す）
から自己判断の不適格というより，精神面の10代の特質を
示しているという方が妥当かもしれない。しかも今回使用
した中学生に対する質問紙はまだその信頼性を確かめてな　30
いので成人のもめに対する参考資料にとどめたいと思う。　20
（9）鬼無里村女子の得点平均が高い点についての考察
イ　分類別考察
‖‡壬
各分病毎に骨定数の多少に拘らず骨定数ユとして分類別　‾　蕎云莞宝　　器巧；崇嘉
に比率を算出して棒グラフで示たものが図4・5である。
図4は成人のものであり，図5は中学生についてのものである。図の性別に分けてある真申の線をとっ
て考えてみると村別の比較ができる。成人についての全般的な傾向をみるとA－R分娩のいずれも鬼無
里村の棒線が長い，すなわちいずれの分析においても鬼無里村が得点数が多いといえる。しかし中学生
〔図4〕成人分級別得点の胃分率（得
点の多少にかかわらず1分頼1
得点とした）
男手一一一一三水村女子
〔図5〕中学生分塀得点の百分率（得点
の多少にかかわらず1分簸1得点
とした）
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にってはあまり明瞭な差違は認められなかったが，鬼無里村の女子の得点数が多いことのために分類A・
B・E・F・工など鬼無里村の中学生に得点数が多い傾向がみられた。成人についても分類し一習懐を除
き棒線の長い原田は女子にあるととが教められる。このように分摂別た検討してみても特定の分類項目
の得点で鬼無里村の女子の平均値が商いのではなく，全般的に高いのであろうということが推察される。
この点をよら統計的に的確にするた鋸こ，成人について分類別に比率による差のt検定を実施した結
果が表7である。表中め○印のあるものに有意差が認められた。これによると男子間ではF（皮膚）・
L（習懐に）に，三水の男女間ではFとH（生殖泌尿器系）に，鬼無里村男子と≡水村女子とではHとL
（表7） 分窮別比較（比率による差のt検定）
鬼男対三水
男　l　女
分叛　　質問内容　質間数
A　限
B　呼
C　心
D　消
E　筋
‾嘉　男匡　男三　言
系
F　皮　　　　　膚　　7
G　神　　経　　系　18
由　生殖泌尿系　11
Ⅰ疲　　労　　度　　7
J　疾　病　頻　度　　9
K　種々の疾病　1畠
L　習　　　　　慣　　6
以下は気質や感じにかんするもの
M　不　　　　　適　13
N　抑　　う　　つ　　5
○　敏
P　不
Q　焼
R　緊
〔注〕○印はP＜0．05で統計的有意差の認められるもの
△印はP＜0．10のもの
に差が認められるだけで，これらの差違については男女間における皮膚系や生殖泌尿系また村別におけ
る習慣については常識的に納得のいくもので，したがって鬼無里村の男子と三水村の男女間ではF・
H・Lを除いては同様の得点傾向を示し地域的の差は認められないと考えられる。これに対し鬼無里村
の女子と鬼無里村の男子および三水村の男女に対しては統計的有意差の認められるものが多く，その上
に危険率5％で差が認められないものでも七の値の大きなものが多く，得点数の多少を間麿として片側
検定を行えば（危険率10％で両側検定における仮設を棄却できると有意性が認められることになる），鬼
無里村の女子の分頸別得点数の多いものが他の三者に比して多数にのぼり（表中△印で示すもの），明か
に鬼無里村の女子が他の三者に対し分類別にみても異なった自己診断を下していることがわかる。しか
し他に比較し特にある分煩の得点数のみが多いというような特徴わあるものはみられず，ほとんどの分
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狩が高い値を示した。両村の男・女に共通して統計的有意差の認められなかったものはA（眼と耳トJ
（疾病の頻度トK（種々の疾病）・Q（憤怒）であり，鬼無里村の女子が他の三者より得点の多いものは
G（神経系）・R（緊張）である。J・Eに差がないということは両村の概況のところで述べた月別疾病
件数で差がなかったことを考えると当然の結果であるし∴また鬼無里村わ女子に得点数の多いの●ほ実際
に医師にかかるような病気が他に比べて多いことでもないということがわかる。G・Rが多いというこ
とは鬼無里村の女子がきびしい環境の中で生活することのた馴こ常に緊張状態におかれまた神経系の感
受性がより強まっているのではないかと推測される。しかし男手も同じ環境転居住しているおけ七ある
から鬼無里村の男女間における相異を更に検討してみる必要がある。
匪）鬼無里村成人男女間の質問別考察
表8ほ鬼顛里村女子が同村男子に対し有意に高い得点を示したものを上段に，男子が高い得点を示し
たものを下段に記入し，質問項目によって特徴をみようとしたものである。
（表8）鬼無墜村男女間で解答数に有意差のある質問の一覧表
（上段女子＞男子，下段女子く男子）
質問記号l　　　　　　質　　　問　　　の　　　内　　　容
A　－　5
B　－　19
C　－　32
C　－　36
C　－　38
D　－　41
〇　一　43
D　－　48
D　－　57
E　－　64
E　－　68
E　－　■70
F　－　72
G　－　79
G　－　80
G　－　83
G　－　84
G　－　86
H　－103
Ⅰ　－108
Ⅰ　－109
L　－139
M　－154
0　－163
0　－165
0　－166
R　－190
R　－191
眼がいたむことがあるか。
かぜをひきやすくて冬がつらいか。
時々動きがするか。
足のはれることがあるか。
時に足がつかれるか。
歯が半分以上ぬけているか。
たびたび激しい歯痛で悩ほされるか。
時々胃をこわすか。■
しばしば下痢をするか。
関節が痛んではれることがあるか。
家族にリュウマチがあるか。
背中や贋の痛みで仕事がやりにくいか。
皮膚が敏感で弱いか。
たびたび激しい頭痛で悩まされるか。
頭が重かったり痛みなどしてつらいか。
ときどきめまいがするか。
気が遠くなるように感ずることがあるか。
体のどこかにいつもしびれているところがあるか。
：夜中に尿におきるか。
ときどき急につかれきってしまうことがあるか。
仕事ですっかりつかれてしまうか。
寝つきがわるいか，又は日がさめやすいか。
助言者にそばにいてもらいたいか。
いつもくよくよし七いるか。
細かいことが気にかかるか。
神経質だといわれるか。
どなりつけられるとすくむか。
夜中の突然のものおとなどでおびえるか。
－　61－
R　－192　　　恐ろしい夢で時々日がさめるか。
C　－　39
D　－　42
D　－　44
D　－　49
D　－　60
D　－　61
E　－　71
F　－　73
H　－104
医者に心臓が悪いといわれたことがあるか。
歯ぐきから血がでてこまるか。
舌がいつも白いか。
いつも食後お腹がはるか。
いつも便泌に悩むか。
じになったことがあるか。
不具やからだのどこかきかないところがあるか。
切り傷がなおりにくいか。
日中尿の回数が多いか。
（注　アルファベットは分類記号・数字は貸間番号）
これによると男子はC－39“医者に心臓が悪いといわれたことがあるか”，D－61“痔になったことが
あるか”E－71“不具やからだのどこかきかないところがあるが，等既応症や現在の病気が多いのに，
女子でこれに該当するような項目ではC－32“時々動きがするが，C－36“足のはれることがあるか”
C－38“時に足がつかれるが，のようにむしろ感じに関するものが多い，また男子のE－71に対し女子
はE－68で“家族にリウマチがあるか”が多く，対応した答えのように思われる。また逆に女子に多い
既応症についてみるとD分類に属する一過性の病気時々歯痛・胃をこねす・下痢をする等に対し，男子
では歯ぐきから血が出て困る，青がいつも白い・いつも食後お腹がはる・いつも便泌に悩む等むしろ現
在の症状を訴えた惧性的と考えられるものが多くなっており，かかる面からみると女子よりむしろ男子
に身体的疾患の傾向をもっている薯が多いように患われる。
女子に多いC・E・Ⅰに属するものは女子の労働と体力に原因すると患われるものであり，またG・
L・M・〇・R分類に関するものでは女性の気質的なものに関係している項目が男子に比べ多かったの
ではないかと患う。
以上の質問別項日に対する検討結果から分類別考察で結論づけられた鬼無里村女子の特徴がより一層
判明したように思う。すなわち鬼鹿里村の女子の得点が高いのは，身体の異常に対する感じ方や精神面
に受ける感じ方が強いためであろうと考えられる。そしてこの点に関しては分類別考察の表にあらわれ
た気質や感じに対するM－Rの分析で三水の女子と非常な違いをみせていることを考えあわせると，環
境の相異によって生じたものと考えることが妥当と思う。
ま　　と　　め
C・M・Ⅰ調査用敵により鬼無里村と≡水村の人々の健康調査を実施し比牧してみたわけであるが，
今回の調査結果では
（1）鬼額里村の男子と三水村男女間ではC・M・Ⅰ値に有意な差はみられなかった。
但〕鬼無里村女子と同村男子および≡水村の人々との間には明瞭な差違がみられた。
（3）鬼無里村の女子が他に比較して得点が多かったのは山村という特別な環境によっているためと考
えられる。そして，その影啓は実際の疾病に多くあらわれるというのではなく，比叡的精神的方面にお
ける感じ方に強くあらわれI　また女子の体力がきびしい環境で労働する場合男子より体力的に劣るため
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に疲労感や身体的な異常感を強く感ずるのではないかと結論づけられた。
このような結果から推論されることは，女性の方が環境に対して錦敏に反応する，すなわち心身の適
応性が強いのではないかということである。
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